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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウン
リンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信することと、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後で
及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダ
ウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク搬
送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信することと、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第１の部分を受信す
る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波から前記ダウンリンクプライマリ搬送波に同調
することと、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された信号を復号することと、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第２の部分を受信す
る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調することと、
　前記同調すること、復号すること、前記ダウンリンクプライマリ及び前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波で受信すること、及び再同調することを周期的に繰り返すことと、
　ここにおいて、前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調した後、前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波での前記ダウンリンク送信の前記第２の部分はデータのみ受信する、
を備える、無線通信方法。
【請求項２】
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　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の周期的サブフレーム中に前記ダウンリ
ンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の第３の部分を受信することと、をさら
に備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ダウンリンク送信の前記第１の部分は、制御情報を備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記制御情報は、プライマリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、セカ
ンダリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、を備える請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された前記ダウンリンク送信の前記第１の部
分は、前記ダウンリンクプライマリ搬送波のための制御情報を備える請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信すること
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波及び前記セカンダリダウンリンク搬送波の両方に関
して前記ダウンリンクプライマリ搬送波でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するこ
とをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、及び
　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウン
リンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信し、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後で
及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダ
ウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク搬
送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信し、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第１の部分を受信す
る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波から前記ダウンリンクプライマリ搬送波に同調
し、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された信号を復号し、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第２の部分を受信す
る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調し、及び
　前記同調すること、復号すること、前記ダウンリンクプライマリ及び前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波で受信すること、及び再同調することを周期的に繰り返す、
　ここにおいて、前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調した後、前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波での前記ダウンリンク送信の前記第２の部分はデータのみ受信する、
ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、を備える、無線通信のための装置。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の
周期的サブフレーム中に前記ダウンリンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の
第３の部分を受信するようにさらに構成される請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ダウンリンク送信の前記第１の部分は、制御情報を備える請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記制御情報は、プライマリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、セカ
ンダリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、を備える請求項１０に記載の
装置。
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【請求項１２】
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された前記ダウンリンク送信の前記第１の部
分は、前記ダウンリンクプライマリ搬送波のための制御情報を備える請求項８に記載の装
置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ダウンリンクプライマリ搬送波でアップリン
ク制御情報（ＵＣＩ）を送信するようにさらに構成される請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ダウンリンクプライマリ搬送波及び前記セカ
ンダリダウンリンク搬送波の両方に関して前記ダウンリンクプライマリ搬送波でアップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するようにさらに構成される請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウ
ンリンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信するためのプログラ
ムコードと、
　　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後
で及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリ
ダウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク
搬送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信するためのプログラムコードと、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第１の部分を受信す
る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波から前記ダウンリンクプライマリ搬送波に同調
するためのプログラムコードと、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された信号を復号するためのプログラムコー
ドと、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第２の部分を受信す
る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調するためのプログラムコードと、及び
　前記同調すること、復号すること、前記ダウンリンクプライマリ及び前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波で受信すること、及び再同調することを周期的に繰り返すためのプログ
ラムコードと、
　ここにおいて、前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調した後、前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波での前記ダウンリンク送信の前記第２の部分はデータのみ受信する、
を備える、プログラムコードが記憶されているコンピュータによって読み取り可能な記憶
媒体。
【請求項１６】
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の周期的サブフレーム中に前記ダウンリ
ンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の第３の部分を受信するためのプログラ
ムコードをさらに備える請求項１５に記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒
体。
【請求項１７】
　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウン
リンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信するための手段と、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後で
及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダ
ウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク搬
送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信するための手段と、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第１の部分を受信す
る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波から前記ダウンリンクプライマリ搬送波に同調
するための手段と、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された信号を復号するための手段と、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で前記ダウンリンク送信の前記第２の部分を受信す
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る前に前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調するための手段と、及び
　前記同調すること、復号すること、前記ダウンリンクプライマリ及び前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波で受信すること、及び再同調することを周期的に繰り返すための手段と
、
　ここにおいて、前記セカンダリダウンリンク搬送波に再同調した後、前記セカンダリダ
ウンリンク搬送波での前記ダウンリンク送信の前記第２の部分はデータのみ受信する、
を備える、無線通信のための装置。
【請求項１８】
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の周期的サブフレーム中に前記ダウンリ
ンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の第３の部分を受信するための手段をさ
らに備える請求項１７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、バルビエリ（ＢＡＲＢＩＥＲＩ）、等を名義人とする米国仮特許出願第６１
／４４６，９４０号（出願日：２０１１年２月２５日）の利益を主張するものであり、そ
の開示は、ここでの引用によってその全体が明示で組み入れられている。
【０００２】
　本開示の態様は、概して、無線通信システムに関するものである。本開示の態様は、よ
り具体的には、信頼できない通信チャネルでの通信を可能にするためにキャリアアグリゲ
ーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）を使用することに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００３】
　様々な通信サービス、例えば、音声、映像、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャスト、等、を提供することを目的として無線通信ネットワークが広範囲にわたって
配備されている。これらの無線ネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有
することによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークである
ことができる。無線通信ネットワークは、幾つかのユーザ装置（ＵＥ）のための通信をサ
ポートすることが可能な幾つかの基地局を含むことができる。ＵＥは、ダウンリンク及び
アップリンクを介して基地局と通信することができる。ダウンリンク（又は順方向リンク
）は、基地局からＵＥへの通信リンクを意味し、アップリンク（又は逆方向リンク）は、
ＵＥから基地局への通信リンクを意味する。
【０００４】
　基地局は、ダウンリンクでデータ及び制御情報をＵＥに送信することができ及び／又は
アップリンクでＵＥからデータ及び制御情報を受信することができる。ダウンリンクでは
、基地局からの送信は、近隣基地局からの又はその他のワイヤレス無線周波数（ＲＦ）送
信機からの送信に起因する干渉を受けることがある。アップリンクでは、ＵＥからの送信
は、近隣基地局と通信中のその他のＵＥのアップリンク送信からの又はその他のワイヤレ
スＲＦ送信機からの干渉を受けることがある。この干渉は、ダウンリンク及びアップリン
クの両方における性能を劣化させることがある。
【０００５】
　モバイルブロードバンドアクセスの要求が引き続き増大するのに従い、より多くのＵＥ
が長距離無線通信ネットワークにアクセスするようになり及びより短距離の無線システム
がコミュニティに配備されるようになるのに伴って干渉及び混雑するネットワークの可能
性が増大している。ますます増大するモバイルブロードバンドアクセスの要求を満たすた
めだけでなくモバイル通信に関するユーザの経験を進歩及び向上させるためにＵＭＴＳを
進歩させることを目的とする研究開発が継続されている。
【発明の概要】
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【０００６】
　無線通信方法は、ダウンリンクプライマリ搬送波（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）
の少なくとも１つの周期的サブフレーム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのダウンリ
ンク送信の第１の部分を受信することを含む。方法は、ダウンリンクプライマリ搬送波の
少なくとも１つの周期的サブフレームの後で及びダウンリンクプライマリ搬送波の第２の
周期的サブフレームの前のセカンダリダウンリンク搬送波（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　ｃａｒｒｉｅｒ）のサブフレームの周期的シーケンス中にセカンダリダウン
リンク搬送波でのダウンリンク送信の第２の部分を受信することも含む。
【０００７】
　本開示の他の態様では、無線通信のための装置は、メモリと、メモリに結合された少な
くとも１つのプロセッサと、を含む。プロセッサは、ダウンリンクプライマリ搬送波の少
なくとも１つの周期的サブフレーム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのダウンリンク
送信の第１の部分を受信するように構成される。プロセッサは、ダウンリンクプライマリ
搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレームの後で及びダウンリンクプライマリ搬送波
の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダウンリンク搬送波のサブフレームの周期
的シーケンス中にセカンダリダウンリンク搬送波でのダウンリンク送信の第２の部分を受
信するようにも構成される。
【０００８】
　さらに他の態様では、無線ネットワークでの無線通信のためのコンピュータプログラム
製品は、プログラムが記録されている非一時的なコンピュータによって読み取り可能な媒
体を有する。プログラムコードは、ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周
期的サブフレーム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分
を受信するためのプログラムコードを含む。プログラムコードは、ダウンリンクプライマ
リ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレームの後で及びダウンリンクプライマリ搬送
波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダウンリンク搬送波のサブフレームの周
期的シーケンス中にセカンダリダウンリンク搬送波でのダウンリンク送信の第２の部分を
受信するためのプログラムコードも含む。
【０００９】
　さらに他の態様では、無線通信のための装置は、ダウンリンクプライマリ搬送波の少な
くとも１つの周期的サブフレーム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送
信の第１の部分を受信するための手段を有する。装置は、ダウンリンクプライマリ搬送波
の少なくとも１つの周期的サブフレームの後で及びダウンリンクプライマリ搬送波の第２
の周期的サブフレームの前のセカンダリダウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シー
ケンス中にセカンダリダウンリンク搬送波でのダウンリンク送信の第２の部分を受信する
ための手段も有する。
【００１０】
　これは、後続する詳細な発明を実施するための形態をより良く理解できるようにするた
めに本開示の特徴及び技術的利点をかなりおおまかに概説している。本開示の追加の特徴
及び利点が以下において説明される。本開示は、本開示の同じ目的を実施するために修正
するか又はその他の構造を設計するための基礎として容易に利用可能であることが当業者
によって評価されるべきである。該同等の構成は、添付される請求項において記述される
本開示の教示から逸脱するものではないことも当業者によって自覚されるべきである。本
開示の特徴であると信じられている新規の特徴は、その構成及び動作方法の両方に関して
、さらなる目的及び利点とともに、以下の説明を添付図と関係させて検討することでより
良く理解されるであろう。しかしながら、それらの図の各々は、例示及び説明のみを目的
として提供されており、本開示の限度の定義であることは意図されていないことが明確に
理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】電気通信システムの例を概念的に示したブロック図である。
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【図２】電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の例を概念的に示した図で
ある。
【図３】本開示の一態様により構成された基地局／ｅＮｏｄｅＢ及びＵＥの設計を概念的
に示したブロック図である。
【図４Ａ】連続的なキャリアアグリゲーションタイプを開示した図である。
【図４Ｂ】非連続的なキャリアアグリゲーションタイプを開示した図である。
【図５】ＭＡＣ層データアグリゲーションを開示した図である。
【図６】多搬送波構成における無線リンクを制御するための方法を例示したブロック図で
ある。
【図７】本開示の一態様による多搬送波フレーム構造の例を概念的に示した図である。
【図８】本開示の一態様による多搬送波フレーム構造の例を概念的に示した図である。
【図９】本開示の一態様による単一の受信機を有するＵＥによる多搬送波通信のための方
法を例示したブロック図である。
【図１０】本開示の一態様による単一の受信機を有するＵＥとの多搬送波通信のための方
法を例示したブロック図である。
【図１１】本開示の一態様による単一の受信機を有するＵＥとの多搬送波通信のための方
法を例示したブロック図である。
【図１２】本開示の一態様による単一の受信機を有するＵＥとの多搬送波通信のための方
法を例示したブロック図である。
【図１３】処理システムを採用する装置に関するハードウェア実装の例を示したブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下において記述される詳細な発明を実施するための形態は、添付された図面と関係し
、様々な構成の説明であることが意図され、ここにおいて説明される概念を実践すること
ができる唯一の構成を代表することは意図されない。詳細な発明を実施するための形態は
、様々な概念についての徹底的な理解を提供することを目的とする具体的な詳細を含む。
しかしながら、これらの概念は、これらの具体的な詳細なしに実践可能であることが当業
者にとって明らかになるであろう。幾つかの事例では、よく知られた構造及びコンポーネ
ントは、該概念を曖昧にすることを回避するためにブロック図形で示される。
【００１３】
　ここにおいて説明される技法は、様々な無線通信ネットワーク、例えば、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直
交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）及びその他のネットワークに関して用いることができる。用語“ネットワーク”及び“
システム”は、しばしば互換可能な形で用いられる。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバー
サル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、米国電気通信工業会（ＴＩＡ）ＣＤＭＡ２０００（
登録商標）、等の無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡ技術は、広帯域－ＣＤＭＡ
（ＷＣＤＭＡ）（登録商標）と、ＣＤＭＡのその他の変形と、を含む。ＣＤＭＡ２０００
（登録商標）は、米国電子工業会（ＥＩＡ）及びＴＩＡからのＩＳ－２０００規格、ＩＳ
－９５規格及びＩＳ－８５６規格を含む。ＴＤＭＡネットワークは、グローバル移動体通
信システム（ＧＳＭ（登録商標））、等の無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡ
ネットワークは、エボルブド（Ｅｖｏｌｖｅｄ）ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモ
バイルブロードバンド（Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ）（ＵＭＢ）、
ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ
８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ、等の無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡ
及びＥ－ＵＴＲＡ技術は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。
３ＧＰＰロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）（
ＬＴＥ）及びＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭ
ＴＳのより新しいリリース版である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴ
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Ｅ－Ａ及びＧＳＭは、“第３世代パートナーシッププロジェクト”（３ＧＰＰ）という名
称の組織からの文書において記述される。ＣＤＭＡ２０００（登録商標）及びＵＭＢは、
“第３世代パートナーシッププロジェクト２”（３ＧＰＰ２）という名称の組織からの文
書において記述される。ここにおいて説明される技法は、上述される無線ネットワーク及
び無線アクセス技術、及びその他の無線ネットワーク及び無線アクセス技術のために用い
ることができる。明確化のため、これらの技法の幾つかの態様は、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａ
（代替としてまとめて“ＬＴＥ／－Ａ”と呼ばれる）に関して以下において説明されてお
り、以下の説明の多くの部分においては該ＬＴＥ／－Ａ用語が用いられる。
【００１４】
　図１は、ＬＴＥ－Ａネットワークであることができる無線通信ネットワーク１００を示
し、多搬送波動作のための高速周波数ホッピングを有する。無線ネットワーク１００は、
幾つかのエボルブドノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）１１０と、その他のネットワークエンティ
ティと、を含む。ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥと通信する局であることができ及び基地局、ノー
ドＢ、アクセスポイント、等と呼ばれることもある。各ｅＮｏｄｅＢ１１０は、特定の地
理上のエリアのための通信カバレッジを提供することができる。３ＧＰＰにおいては、用
語“セル”は、その用語が使用される前後関係に依存して、カバレッジエリアにサービス
を提供するｅＮｏｄｅＢ及び／又はｅＮＢサブシステムのこの特定の地理上のカバレッジ
エリアを意味することができる。
【００１５】
　ｅＮｏｄｅＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、及び／又はその他のタイプの
セルのための通信カバレッジを提供することができる。マクロセルは、概して、相対的に
大きい地理上のエリア（例えば、半径数キロメートル）を網羅することができ、ネットワ
ークプロバイダとのサービス加入契約を有するＵＥによる無制限のアクセスを許容するこ
とができる。ピコセルは、概して、相対的にそれよりも小さい地理上のエリアを網羅し、
ネットワークプロバイダとのサービス加入契約を有するＵＥによる無制限のアクセスを許
容することができる。フェムトセルも、概して相対的に小さい地理上のエリア（例えば、
住宅）を網羅し、無制限のアクセスに加えて、フェムトセルとの関連性を有するＵＥ（例
えば、例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、住宅内のユーザのための
ＵＥ、等））による制限されたアクセスを提供することもできる。マクロセルのためのｅ
ＮｏｄｅＢは、マクロｅＮｏｄｅＢと呼ばれることがある。ピコセルためのｅＮｏｄｅＢ
は、ピコｅＮｏｄｅＢと呼ばれることがある。及び、フェムトセルのためのｅＮｏｄｅＢ
は、フェムトｅＮｏｄｅＢ又はホームｅＮｏｄｅＢと呼ばれることがある。図１に示され
る例では、ｅＮｏｄｅＢ１１０ａ、１１０ｂ及び１１０ｃは、マクロセル１０２ａ、１０
２ｂ及び１０２ｃのためのそれぞれのマクロｅＮｏｄｅＢである。ｅＮｏｄｅＢ１００ｘ
は、ピコセル１２０ｘのためのピコｅＮｏｄｅＢである。及び、ｅＮｏｄｅＢ１００ｙ及
び１１０ｚは、フェムトセル１０２ｙ及び１０２ｚのそれぞれのためのフェムトｅＮｏｄ
ｅＢである。ｅＮｏｄｅＢは、１つ又は複数の（例えば、２つ、３つ、４つ、等）セルを
サポートすることができる。
【００１６】
　無線ネットワーク１００は、中継局を含むこともできる。中継局は、上流局（例えば、
ｅＮｏｄｅＢ、ＵＥ、等）からのデータ及び／又はその他の情報の送信を受信し、下流局
（例えば、ＵＥ又はｅＮｏｄｅＢ、等）にデータ及び／又はその他の情報の送信を送る局
である。中継局は、その他のＵＥのための送信を中継するＵＥであることもできる。図１
に示された例では、中継局１１０ｒは、ｅＮｏｄｅＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間での
通信を容易にするためにｅＮｏｄｅＢ１１０ａ及びＵＥ１２０ｒと通信することができる
。中継局は、中継ｅＮｏｄｅＢ、リレー、等と呼ばれることもある。
【００１７】
　無線ネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮｏｄｅＢ、例えば、マクロｅＮｏｄｅ
Ｂ、ピコｅＮｏｄｅＢ、フェムトｅＮｏｄｅＢ、リレー、等を含む異種ネットワークであ
ることができる。これらの異なるタイプのｅＮｏｄｅＢは、異なる送信電力レベル、異な
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るカバレッジエリア、及び無線ネットワーク１００での干渉に対する異なる影響を有する
ことができる。例えば、マクロｅＮｏｄｅＢは、高い送信電力レベル（例えば、２０ワッ
ト）を有することができ、ピコｅＮｏｄｅＢ、フェムトｅＮｏｄｅＢ及びリレーは、それ
よりも低い送信電力レベル（例えば、１ワット）を有することができる。
【００１８】
　無線ネットワーク１００は、同期的な又は非同期的な動作をサポートすることができる
。同期的な動作に関しては、ｅＮｏｄｅＢは、同様のフレームタイミングを有することが
でき、異なるｅＮｏｄｅＢからの送信は時間の点でほぼ整合させることができる。非同期
的な動作に関しては、ｅＮｏｄｅＢは、異なるフレームタイミングを有することができ、
及び、異なるｅＮｏｄｅＢからの送信は、時間の点で整合させることができない。ここに
おいて説明される技法は、同期的な動作及び非動的な動作のいずれに関しても使用するこ
とができる。
【００１９】
　一態様では、無線ネットワーク１００は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作モード又は時
分割複信（ＴＤＤ）動作モードをサポートすることができる。ここにおいて説明される技
法は、ＦＤＤ動作モード又はＴＤＤ動作モードに関して使用することができる。
【００２０】
　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮｏｄｅＢ１１０の組に結合し、これらのｅＮ
ｏｄｅＢに関する調整及び制御を提供することができる。ネットワークコントローラ１３
０は、バックホールを介してｅＮｏｄｅＢ１１０と通信することができる。ｅＮｏｄｅＢ
１１０は、例えば、直接的に又は無線バックホール又は有線バックホールを介して間接的
に、互いに通信することもできる。
【００２１】
　ＵＥ１２０（例えば、ＵＥ１２０ｘ、ＵＥ１２０ｙ、等）は、無線ネットワーク１００
全体にわたって分散され、各ＵＥは、静止型又は移動型であることができる。ＵＥは、端
末、ユーザ端末、移動局、加入者ユニット、局、等と呼ばれることもある。ＵＥは、携帯
電話（例えば、スマートフォン）、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、無線モ
デム、無線通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレ
スフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、ネットブック、スマー
トブック、等であることができる。ＵＥは、マクロｅＮｏｄｅＢ、ピコｅＮｏｄｅＢ、フ
ェムトｅＮｏｄｅＢ、リレー、等と通信することができる。図１において、２つの矢印を
有する太線は、ＵＥと、ダウンリンク及び／又はアップリンクでＵＥにサービスを提供す
るように指定されたｅＮｏｄｅＢであるサービングｅＮｏｄｅＢとの間での希望される送
信を示す。２つの矢印を有する破線は、ＵＥとｅＮｏｄｅＢとの間で干渉している送信を
示す。
【００２２】
　ＬＴＥは、ダウンリンクでは直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、アップリンクでは単一
搬送波周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭ及びＳＣ－ＦＤＭは、シス
テム帯域幅を複数（Ｋ）の直交副搬送波に分割し、それらは、一般的にはトーン、ビン、
等と呼ばれる。各副搬送波は、データとともに変調することができる。概して、変調シン
ボルは、ＯＦＤＭの場合は周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭの場合は時間領域で送信される。
隣接する副搬送波間の間隔は、一定であることができ、副搬送波の総数（Ｋ）は、システ
ム帯域幅に依存することができる。例えば、副搬送波の間隔は、１５ｋＨｚであることが
でき、最小リソース割り当て（‘リソースブロック’と呼ばれる）は、１２の副搬送波（
すなわち、１８０ｋＨｚ）であることができる。従って、公称のＦＴＴのサイズは、１．
２５、２．５、５、１０又は２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の対応するシステム帯域幅に関し
てはそれぞれ１２８、２５６、５１２、１０２４又は２０４８に等しいことができる。シ
ステム帯域幅は、サブバンドに分割することもできる。例えば、サブバンドは、１．０８
ＭＨｚ（すなわち、６つのリソースブロック）を網羅することができ、１．２５、２．５
、５、１０、１５又は２０ＭＨｚの対応するシステム帯域幅に関してはそれぞれ１、２、
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４、８又は１６のサブバンドが存在することができる。
【００２３】
　図２は、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクＦＤＤフレーム構造を示す。ダウンリ
ンクのための送信タイムラインは、無線フレーム単位に分割することができる。各無線フ
レームは、予め決定された継続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有することができ
及び０乃至９のインデックスを有する１０のサブフレームに分割することができる。各サ
ブフレームは、２つのスロットを含むことができる。従って、各無線フレームは、０乃至
１９のインデックスを有する２０のスロットを含むことができる。各スロットは、Ｌのシ
ンボル期間、例えば、（図２に示される）通常のサイクリックプリフィックスに関しては
７つのシンボル期間又は拡張されたサイクリックプリフィックスに関しては６つのシンボ
ル期間、を含むことができる。各サブフレーム内の２Ｌのシンボル期間には、０乃至２Ｌ
－１のインデックスを割り当てることができる。利用可能な時間周波数リソースは、リソ
ースブロックに分割することができる。各リソースブロックは、１つのスロットでＮの副
搬送波（例えば、１２の副搬送波）を網羅することができる。
【００２４】
　ＬＴＥでは、ｅＮｏｄｅＢは、ｅＮｏｄｅＢ内の各セルに関して一次同期信号（ＰＳＣ
又はＰＳＳ）及び二次同期信号（ＳＳＣ又はＳＳＳ）を送信することができる。ＦＤＤ動
作モードに関しては、一次及び二次同期信号は、図２に示されるように、通常のサイクリ
ックプリフィックスを有する各無線フレームのサブフレーム０乃至５の各々において、シ
ンボル期間６及び５でそれぞれ送信することができる。同期信号は、セルの検出及び取得
のためにＵＥによって使用することができる。ＦＤＤ動作モードに関しては、ｅＮｏｄｅ
Ｂは、サブフレーム０のスロット１においてシンボル期間０乃至３で物理ブロードキャス
トチャネル（ＰＢＣＨ）を送信することができる。ＰＢＣＨは、一定のシステム情報を搬
送することができる。
【００２５】
　ｅＮｏｄｅＢは、図２に見られるように、各サブフレームの第１のシンボル期間に物理
制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を送信することができる。ＰＣ
ＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるシンボル期間数（Ｍ）を搬送することがで
き、ここで、Ｍは、１、２又は３に等しいことができ及びサブフレームごとに変わること
ができる。Ｍは、例えば、１０未満のリソースブロックを有する小さいシステム帯域幅に
関しては４に等しいこともできる。図２に示される例ではＭ＝３である。ｅＮｏｄｅＢは
、各サブフレームの第１のＭのシンボル期間において物理ＨＡＲＱインジケータチャネル
（ＰＨＩＣＨ）及び物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送信することができ
る。ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨは、図２に示される例では最初の３つのシンボル期間にも
含められる。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートするため
の情報を搬送することができる。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのアップリンク及びダウンリ
ンクリソース割り当てに関する情報およびアップリンクチャネルのための電力制御情報を
搬送することができる。ｅＮｏｄｅＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間で物理ダ
ウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を送信することができる。ＰＤＳＣＨは、ダウン
リンクでのデータ送信のためにスケジューリングされたＵＥのためのデータを搬送するこ
とができる。
【００２６】
　ｅＮｏｄｅＢは、ｅＮｏｄｅＢによって使用されるシステム帯域幅の中央の１．０８Ｍ
ＨｚにおいてＰＳＣ、ＳＳＣ及びＰＢＣＨを送信することができる。ｅＮｏｄｅＢは、Ｐ
ＣＦＩＣＨ及びＰＨＩＣＨが送信される各シンボル期間にシステム帯域幅全体でこれらの
チャネルを送信することができる。ｅＮｏｄｅＢは、システム帯域幅の幾つかの部分でＵ
ＥのグループにＰＤＣＣＨを送信することができる。ｅＮｏｄｅＢは、システム帯域幅の
特定の部分でＵＥのグループにＰＤＳＣＨを送信することができる。ｅＮｏｄｅＢは、全
ＵＥに対してブロードキャスト方式でＰＳＣ、ＳＳＣ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ及びＰＨ
ＩＣＨを送信することができ、及び、特定のＵＥに対してユニキャスト方式でＰＤＣＣＨ
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を送信することができ、及び、特定のＵＥに対してユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送信
することもできる。
【００２７】
　各シンボル期間において幾つかのリソース要素を利用可能である。各リソース要素は、
１つのシンボル期間に１つの副搬送波を網羅することができ及び実数値又は複素値である
ことができる１つの変調シンボルを送信するために使用することができる。制御チャネル
のために使用されるシンボルに関しては、各シンボル期間において基準信号のために使用
されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ）にまとめることができる。各
ＲＥＧは、１つのシンボル期間に４つのリソース要素を含むことができる。ＰＣＦＩＣＨ
は、４つのＲＥＧを占めることができ、それらは、シンボル期間０において、周波数全体
にわたってほぼ均等に配置することができる。ＰＨＩＣＨは、３つのＲＥＧを占めること
ができ、それらは、１つ以上の構成可能なシンボル期間において、周波数全体にわたって
分散させることができる。例えば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべて、シンボ
ル期間０内に属することができ又はシンボル期間０、１及び２において分散させることが
できる。ＰＤＣＣＨは、最初のＭのシンボル期間において、９、１８、３６又は７２のＲ
ＥＧを占めることができ、それらは、利用可能なＲＥＧから選択することができる。ＰＤ
ＣＣＨに関しては、ＲＥＧの幾つかの組み合わせのみを許容することができる。
【００２８】
　ＵＥは、ＰＨＩＣＨ及びＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知っているこ
とができる。ＵＥは、ＰＤＣＣＨに関してＲＥＧの異なる組み合わせを探索することがで
きる。探索すべき組み合わせ数は、典型的には、ＰＤＣＣＨ内の全ＵＥに関する許容され
た組み合わせ数よりも少ない。ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥが探索する組み合わせのうちのいず
れかでＵＥにＰＤＣＣＨを送信することができる。
【００２９】
　ＵＥは、複数のｅＮｏｄｅＢのカバレッジ内に存在することができる。ＵＥにサービス
を提供するためにこれらのｅＮｏｄｅＢのうちの１つを選択することができる。サービス
を提供するｅＮｏｄｅＢは、様々な基準、例えば、受信電力、経路損、信号対雑音比（Ｓ
ＮＲ）、等、に基づいて選択することができる。
【００３０】
　図３は、基地局／ｅＮｏｄｅＢ１１０及びＵＥ１２０の設計のブロック図を示し、それ
は、図１の基地局／ｅＮｏｄｅＢのうちの１つ及びＵＥのうちの１つであることができる
。制限された関連付けのシナリオに関しては、基地局１１０は、図１のマクロｅＮｏｄｅ
Ｂ１１０ｃであることができ、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０ｙであることができる。基地局
１１０は、何らかのその他のタイプの基地局であることもできる。基地局１１０は、アン
テナ３３４ａ乃３３４ｔを装備することができ、ＵＥ１２０は、アンテナ３５２ａ乃至３
５２ｒを装備することができる。
【００３１】
　基地局１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデータを及
びコントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信することができる。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、等を対象にすることができる。デー
タは、ＰＤＳＣＨ、等を対象とすることができる。プロセッサ３２０は、データシンボル
及び制御シンボルをそれぞれ入手するためにデータ及び制御情報を処理（例えば、符号化
及びシンボルマッピング）することができる。プロセッサ３２０は、例えば、ＰＳＳ、Ｓ
ＳＳ、及び各々のセルごとの基準信号のための基準シンボルも生成することができる。送
信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、該当する場合は、データシン
ボル、制御シンボル、及び／又は基準シンボルに対する空間処理（例えば、プリコーディ
ング）を行うことができ、及び、変調器（ＭＯＤ）３３２ａ乃至３３２ｔに対して出力シ
ンボルストリームを提供することができる。各変調器３３２は、（例えば、ＯＦＤＭに関
して）各々の出力シンボルストリームを処理して出力サンプルストリームを入手すること
ができる。各変調器３３２は、出力サンプルストリームをさらに処理（例えば、アナログ
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への変換、増幅、フィルタリング、及びアップコンバージョン）し、ダウンリンク信号を
入手することができる。変調器３３２ａ乃至３３２ｔからのダウンリンク信号は、アンテ
ナ３３４ａ乃至３３４ｔをそれぞれ介して送信することができる。
【００３２】
　ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ乃至３５２ｒは、基地局１１０からダウンリン
ク信号を受信することができ及び受信された信号を復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ乃至３
５４ｒにそれぞれ提供することができる。各復調器３５４は、各々の受信された信号をコ
ンディショニング（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバージョン、及びデジタ
ル化）して入力サンプルを入手することができる。各復調器３５４は、（例えば、ＯＦＤ
Ｍに関して）入力サンプルをさらに処理して受信されたシンボルを入手することができる
。ＭＩＭＯ検出器３５６は、全復調器３５４ａ乃至３５４ｒから受信されたシンボルを入
手し、該当する場合は受信されたシンボルにおいてＭＩＭＯ検出を行い、検出されたシン
ボルを提供することができる。受信プロセッサ３５８は、検出されたシンボルを処理（例
えば、復調、デインターリービング、及び復号）し、ＵＥ１２０のための復号されたデー
タをデータシンク３６０に提供し、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３８
０に提供することができる。
【００３３】
　アップリンクでは、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データソース３６
２から（例えば、ＰＵＳＣＨに関する）データを及びコントローラ／プロセッサ３８０か
ら（例えば、ＰＵＣＣＨに関する）制御情報を受信及び処理することができる。プロセッ
サ３６４は、基準信号のための基準シンボルを生成することもできる。送信プロセッサ３
６４からのシンボルは、該当する場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコ
ーディングし、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭに関して）復調器３５４ａ乃至３５４ｒによって
さらに処理し、基地局１１０に送信することができる。基地局１１０において、ＵＥ１２
０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信し、変調器３３２によって処
理し、該当する場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出し、受信プロセッサ３３８によ
ってさらに処理してＵＥ１２０によって送信された復号されたデータ及び制御情報を入手
することができる。プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータシンク３３９に提供
することができ及び復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に提供するこ
とができる。
【００３４】
　コントローラ／プロセッサ３４０及び３８０は、基地局１１０及びＵＥ１２０での動作
をそれぞれ指示することができる。基地局１１０のプロセッサ３４０及び／又はその他の
プロセッサ及びモジュールは、ここにおいて説明される技法のための様々なプロセスを実
施すること又は実行を指示することができる。ＵＥ１２０のプロセッサ３８０及び／又は
その他のプロセッサ及びモジュールは、図４及び５において例示された機能ブロック、及
び／又はここにおいて説明される技法のためのその他のプロセスを実施すること又は実行
を指示することができる。メモリ３４２及び３８２は、基地局１１０及びＵＥ１２０のた
めのデータ及びプログラムコードをそれぞれ格納することができる。スケジューラ３４４
は、ダウンリンク及び／又はアップリンクでのデータ送信のためにＵＥをスケジューリン
グすることができる。
【００３５】
キャリアアグリゲーション
　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＵＥは、各方向への送信のために使用される合計１００Ｍ
Ｈｚ（５つのコンポーネントキャリア（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ））までの
キャリアアグリゲーションにおいて割り当てられた最大２０ＭＨｚ帯域幅のスペクトルを
使用する。概して、ダウンリンクよりもアップリンクでのほうが少ないトラフィックが送
信され、このため、アップリンクスペクトル割り当ては、ダウンリンク割り当てよりも小
さいことができる。例えば、２０ＭＨｚがアップリンクに割り当てられる場合は、ダウン
リンクには１００Ｍｈｚを割り当てることができる。これらの非対称的なＦＤＤ割り当て
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は、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入者による典型的に非対称的な帯域幅の利用
によく適する。
【００３６】
キャリアアグリゲーションタイプ
　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄモバイルシステムに関しては、２つのタイプのキャリアアグ
リゲーション（ＣＡ）法、連続的ＣＡ及び非連続的ＣＡ、が提案されている。それらは、
図４Ａ及び４Ｂにおいて例示される。非連続的ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネント
キャリアが周波数帯域に沿って分離されるときに生じる（図４Ｂ）。他方、連続的ＣＡは
、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが互いに隣接するときに生じる（図４Ａ）。
非連続的ＣＡ及び連続的ＣＡの両方とも、複数のＬＴＥ／コンポーネントキャリアを束ね
てＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＵＥの単一のユニットにする。
【００３７】
　搬送波は周波数帯域に沿って分離されるため、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＵＥでは複
数のＲＦ受信ユニット及び複数のＦＦＴを非連続的ＣＡによって配備することができる。
非連続的ＣＡは、大きな周波数範囲にわたる複数の分離された搬送波でのデータ送信をサ
ポートするため、伝播経路損失、ドップラーシフト及びその他の無線チャネル特性は、異
なる周波数帯域ごとに大きく変化することがある。
【００３８】
　従って、非連続的ＣＡ手法下でのブロードバンドデータ送信をサポートするためには、
異なるコンポーネントキャリアに関してコーディング、変調及び送信電力を好適に調整す
るために使用することができる。例えば、拡張ＮｏｄｅＢ（ｅＮｏｄｅＢ）が各コンポー
ネントキャリアにおいて固定された送信電力を有するＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステム
では、有効なカバレッジ又は各コンポーネントキャリアのサポート可能な変調及びコーデ
ィングが異なることがある。
【００３９】
データアグリゲーション方式
　図５は、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムに関するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）
層（図５）での異なるコンポーネントキャリアからの送信ブロック（ＴＢ）を束ねること
を例示する。ＭＡＣ層データアグリゲーションでは、各コンポーネントキャリアは、ＭＡ
Ｃ層においてそれ自体の独立したハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）エンティティを
有し及び物理層においてそれ自体の送信構成パラメータ（例えば、送信電力、変調及びコ
ーディング方式、及び多アンテナ構成）を有する。同様に、物理層では、各コンポーネン
トキャリアに関して１つのＨＡＲＱエンティティが提供される。
【００４０】
制御シグナリング
　概して、複数のコンポーネントキャリアに関する制御チャネルシグナリングを配備する
ために３つの異なる手法が存在する。第１は、各コンポーネントキャリアにそれ自体のコ
ーディングされた制御チャネルが与えられるＬＴＥシステム内の制御構造の小さい修正を
含む。
【００４１】
　第２の方法は、異なるコンポーネントキャリアの制御チャネルをまとめてコーディング
することと、専用コンポーネントキャリア内に制御チャネルを配備することと、を含む。
複数のコンポーネントキャリアに関する制御情報は、この専用制御チャネル内においてシ
グナリングコンテンツとして統合することができる。その結果、ＬＴＥシステム内での制
御チャネル構造との後方互換性が維持され、その一方で、ＣＡでのシグナリングオーバー
ヘッドが低減される。
【００４２】
　異なるコンポーネントキャリアに関する複数の制御チャネルがまとめてコーディングさ
れ、第３のＣＡ法によって形成された周波数帯域全体にわたって送信される。この手法は
、ＵＥ側での高い電力消費を犠牲にする形で、制御チャネルでの低い信号オーバーヘッド
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及び高い復号性能を提供する。しかしながら、この方法は、ＬＴＥシステムとは適合性が
ない。
【００４３】
ハンドオーバー制御
　ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＵＥのためにＣＡが使用されるときには複数のセル間でハ
ンドオーバー手順中に送信の連続性をサポートするのが好ましい。しかしながら、特定の
ＣＡ構成及びサービス品質（ＱｏＳ）要求を有する着信ＵＥのために十分なシステムリソ
ース（例えば、優れた送信品質を有するコンポーネントキャリア）を予約することは、次
のｅＮｏｄｅＢにとっての難題になるおそれがある。その理由は、２つの（又はそれより
も多い）隣接セル（ｅＮｏｄｅＢ）のチャネル状態が特定のＵＥに関して異なることがあ
るためである。一手法においては、ＵＥは、各隣接セル内の１つだけのコンポーネントキ
ャリアの性能を測定する。これは、ＬＴＥシステムの場合と同様の測定遅延、複雑さ、及
びエネルギー消費をもたらす。対応するセル内のその他のコンポーネントキャリアの性能
の推定は、その１つのコンポーネントキャリアの測定結果に基づくことができる。この推
定に基づいて、ハンドオーバー判断及び送信構成を決定することができる。
【００４４】
　様々な例により、多搬送波システム（キャリアアグリゲーションとも呼ばれる）で動作
するＵＥは、複数の搬送波の幾つかの機能、例えば、制御機能及びフィードバック機能、
を同じ搬送波上で束ねるように構成され、それは、“プライマリ搬送波”と呼ぶことがで
きる。サポートに関してプライマリ搬送波に依存する残りの搬送波は、関連付けられたセ
カンダリ搬送波（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）と呼ばれる。例えば、ＵＥは、
制御機能、例えば、任意選択の専用チャネル（ＤＣＨ）、スケジューリングされていない
グラント（ｇｒａｎｔ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、及び／又は物
理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、によって提供されるそれら、を束ねること
ができる。シグナリング及びペイロードは、ｅＮｏｄｅＢによってＵＥに対してダウンリ
ンクで、及びＵＥによってｅＮｏｄｅＢに対してアップリンクで、の両方で送信すること
ができる。
【００４５】
　幾つかの例では、複数のプライマリ搬送波が存在することができる。さらに、例えば、
ＬＴＥ　ＲＲＣプロトコルに関する３ＧＰＰ技術仕様３６．３３１において規定されるよ
うな、物理チャネルの確立と層２及び層３手順であるＲＬＦ手順とを含むＵＥの基本動作
に対して影響を及ぼさずにセカンダリ搬送波を追加又は取り除くことができる。
【００４６】
　図６は、一例により物理チャネルをグループ分類することによって多搬送波無線通信シ
ステムにおける無線リンクを制御するための方法６００を例示する。示されるように、方
法は、ブロック６０５において、少なくとも２つの搬送波からの制御機能を１つの搬送波
上で束ねてプライマリ搬送波及び１つ以上の関連付けられたセカンダリ搬送波を形成する
ことを含む。次に、ブロック６１０において、プライマリ搬送波及び各セカンダリ搬送波
のための通信リンクが確立される。次に、ブロック６１５においてプライマリ搬送波に基
づいて通信が制御される。
【００４７】
　著しい干渉から保護される少なくとも１つのリソースをノードに提供するために幾つか
の利用可能な搬送波を時分割多重化（ＴＤＭ）によって分割することができる。これは、
保護されたリソースでの干渉物による送信を制限するための潜在的な干渉ノードとの調整
を含むことができる。保護されたリソースは、例えば“プライマリ搬送波”又は“アンカ
ー搬送波”と呼ばれる特定の搬送波での周期的に繰り返されるサブフレームのパターンか
らの１つのサブフレームを含むことができる。保護されたリソースでの送信は、時間領域
での分割に起因して信頼できる。
【００４８】
　プライマリ搬送波での保護されていないサブフレームは、干渉を受けることがある。保
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護されているリソースを含まないその他の搬送波は、“保護されていないセカンダリ搬送
波”と呼ばれ、同じく干渉を受けることがある。干渉は、保護されたリソースのみでの通
信を許容することによって又は保護されていないリソースの使用を回避することによって
軽減又は回避することができる。保護されたリソースでも、調整されたリソース保護方式
に関わっていないノードから何らかのレベルの干渉を受けることがあることが理解される
べきである。
【００４９】
　本開示の様々な態様により、保護されていないセカンダリ搬送波は、キャリアアグリゲ
ーション（ＣＡ）実装のセカンダリ搬送波であることができ、又は、何らかの関連してな
い又は免許が付与されていないスペクトル、例えば、ホワイトスペース、内の搬送波であ
ることができる。ホワイトスペースは、使用されないブロードキャストスペクトルを指し
示すために用いられる用語である。現在未使用の又は免許が付与されていないスペクトル
を使用することは、免許が付与されたスペクトルと比較してコストが低いため１つの利点
となる。例えば、制御及びデータの両方の送信に関して、免許が付与されたスペクトルは
、高い信頼性を持って制御情報を送信するために使用することができ、免許が付与されて
いないスペクトルは、制御情報よりも信頼性が低い状態でデータを送信するために使用す
ることができる。
【００５０】
　幾つかのシナリオでは、保護されていないセカンダリ搬送波も、例えば、ＵＥにデータ
を搬送することができる。保護されていないセカンダリ搬送波の信頼性は、概して、干渉
している送信機の強度、その干渉している送信機までの距離、及び保護されていないセカ
ンダリ搬送波の負荷に依存する。
【００５１】
　ＵＥにデータを搬送するために保護されていないセカンダリ搬送波に依存することは、
問題が生じることがある。その理由は、保護されていないセカンダリ搬送波は突然の干渉
を受けることがあるためである。従って、保護されていないセカンダリ搬送波のみを使用
するＵＥは、通常よりもはるかに頻繁に無線リンク障害（ＲＬＦ）を被る可能性がある。
ＲＬＦは、ＵＥが新しい搬送波を再選択して再接続を行うまで相当の時間にわたってＵＥ
を使用不能状態にするおそれがある。
【００５２】
　キャリアアグリゲーション（ＣＡ）技法を用いてプライマリ搬送波及びセカンダリ搬送
波を束ねることは、２つ以上のＲＦ受信機を有するＵＥに対してデータを搬送するために
セカンダリ搬送波を使用するリスクを低減させることができる。このシナリオでは、ＵＥ
受信機のうちの１つは、プライマリ搬送波において常に同調させることができる。従って
、干渉に起因してセカンダリ搬送波が失われた場合でも、コネクションは依然として維持
することができる。ＣＱＩ（チャネル品質インジケータ）報告（又は何らかのその他のタ
イプの測定報告）が、セカンダリ搬送波は許容可能な品質を有することを示す場合は、デ
ータ送信をセカンダリ搬送波に一時的にオフロードする（委ねる）ことができる。しかし
ながら、複数の受信機のコスト、スペース及びエネルギー消費量の増大に起因して、多く
のＵＥは１つのＲＦ受信機のみを採用している。
【００５３】
　本開示の一態様により、１つのＲＦ受信機のみを採用するＵＥは、プライマリ搬送波と
保護されていないセカンダリ搬送波との間で高速の周波数ホッピングを行うことによって
依然としてこれらの両方の搬送波で動作することができる。ＵＥは、信頼できるコネクシ
ョンを維持するために周期的にプライマリ搬送波に戻る。本開示のこの態様により、ｅＮ
ｏｄｅＢは、コネクションを維持するためにＵＥと同じ周波数ホッピングパターンに従う
。ｅＮｏｄｅＢは、セカンダリ搬送波の報告されたチャネル状態に依存して、セカンダリ
搬送波にデータをオフロードすることを決定することができる。この周波数ホッピング技
法は、ＵＥ送信機がプライマリ搬送波とセカンダリ搬送波との間で周期的に切り換わるア
ップリンク通信において使用することもできる。
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【００５４】
　本開示の態様は、物理層同期化を幾つかの搬送波で維持することができる周波数分割複
信（ＦＤＤ）通信で使用することができる。時間領域で分割されるプライマリ搬送波では
、アイドルモード動作、例えば、システム情報ブロック１（ＳＩＢ１）の引き渡し、ペー
ジング、及び測定、を行うことができる。周波数ホッピングを通じて、２つの搬送波、プ
ライマリ搬送波及び保護されていないセカンダリ搬送波、で接続モード動作を行うことが
できる。一例では、無線周波数間の周期的な変更が短時間で行われ、概して、わずか数十
又は数百マイクロ秒を使用するだけである。周期的な周波数変更は、エネルギー消費量を
実質的に増大させずに実装することができる。
【００５５】
　一例では、多搬送波動作は、ダウンリンク（ＤＬ）送信のみに関して行われ、アップリ
ンク（ＵＬ）送信に関しては単一の保護された搬送波が利用可能である。ＵＥへの送信の
ほとんどは、保護されていない搬送波で行われ、ＵＥは、周期的にプライマリ搬送波に再
同調する。プライマリ搬送波は、ＵＥとｅＮｏｄｅＢ又はその他の送信ノードとの間で制
御情報を通信するために及び保護されていないセカンダリ搬送波を依然として使用可能で
あるかどうかを通信するために使用することができる。データ送信のすべて又はほとんど
が保護されていないセカンダリ搬送波で行われることが構想されている。保護されていな
いセカンダリ搬送波が使用不能になった場合は、セカンダリ搬送波にオフロードすること
なしに、ＵＥへのグラント（ｇｒａｎｔ）において異なる保護されていないセカンダリ搬
送波を指定することができ又はプライマリ搬送波をデータ送信のために使用することがで
きる。
【００５６】
　ＵＥは、プライマリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラント及びセカンダリ搬
送波ＤＣＩグラントを受信する。ダウンリンク制御情報は、ＵＥによるダウンリンクデー
タ送信の適切な受信及び復号を可能にする必要情報を提供する。ダウンリンクグラントは
、ダウンリンクでのデータ送信のための制御情報を搬送することができる。プライマリ搬
送波ＤＣＩグラントは、プライマリ搬送波でのＵサブフレーム（保護されたサブフレーム
）に関するものである。セカンダリ搬送波ＤＣＩグラントは、セカンダリ搬送波での特定
のサブフレームに関するものである。セカンダリ搬送波ＤＣＩグラントは、幾つかの搬送
波を利用可能である場合にいずれの搬送波を使用すべきかを示すビットを含むことができ
る。例えば、幾つか（Ｍ）の搬送波を利用可能である場合は、セカンダリ搬送波を識別す
るためにｌｏｇ２（Ｍ）という少ないビットを使用することができる。ＤＣＩグラントは
、そのグラントによって影響を受けるサブフレーム数も示すことができる。この例では、
ダウンリンク待ち行列の長さに依存して最大で７つのサブフレームが影響を受けることが
ある。
【００５７】
　図７を参照し、ダウンリンク送信のためのプライマリ搬送波の図が示される。プライマ
リ搬送波は、各々が約１ミリ秒のサブフレームに時分割される。それらのサブフレームに
は、周期的に繰り返す０乃至７の数のパターンのラベルが順次添付される。プライマリ搬
送波が８つの繰り返すサブフレームのパターンに分割される様々な例が説明されるが、実
質上あらゆる数の繰り返しサブフレームを使用可能であることが理解されるべきである。
この例では、ＵＥは、プライマリ搬送波において、“Ｕ”サブフレームと呼ばれる１つの
周期的に繰り返すサブフレームしか使用しない。Ｕサブフレームは、潜在的に干渉する可
能性がある送信機との調整によって干渉から保護され、このため、それは、信頼できる形
でＵＥにデータを送信することができる。すべての送信が保護されたＵサブフレームに制
限されれば容量が有意に低減されることが明らかなはずである。
【００５８】
　保護されていないセカンダリ搬送波７０４の図が、プライマリ搬送波７０２と時間的に
並置された状態で示される。繰り返すと、単一の受信機を有するＵＥは、プライマリ搬送
波７０２及び保護されていないセカンダリ搬送波７０４を同時に使用することはできない
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ことが注記されるべきである。
【００５９】
　Ｕサブフレーム中には、ＵＥ受信機回路は、プライマリ搬送波７０２に同調する。ＵＥ
は、保護された“Ｕ”サブフレームで受信された信号を復号する。この例では、ダウンリ
ンクＵサブフレームは、次のサブフレームのために使用すべき保護されていないセカンダ
リ搬送波を示す数ビットを含む。例えば、この搬送波表示が指し示すサブフレーム及び／
又は周期の数もＵサブフレームに含めることができる。ＵＥがＵサブフレームを復号次第
、ＵＥは、それの受信機を保護されていないセカンダリ搬送波７０４に再同調させる。そ
の再同調させることは、斜線の矢印７０６によって示されるようにある程度の短い時間を
要し、それは、通常は、サブフレームの継続時間よりもはるかに短い。この例では、保護
されていないセカンダリ搬送波７０４に再同調後は、ＵＥは、保護されていないセカンダ
リ搬送波でＰＤＳＣＨデータのみを受信する。ＰＨＩＣＨ及びＰＤＣＣＨ、等の制御信号
は、プライマリ搬送波７０２で受信される。
【００６０】
　ＵＥトランシーバが再同調する間に経過する有限の時間中には、Ｕサブフレームに隣接
するサブフレーム、“遷移サブフレーム”（ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）
は、完全には利用することができない。これは、図７でわかることができ、例えば、斜線
矢印７０６によって表される遷移時間は、遷移サブフレーム０の一部分を使用し、斜線矢
印７０８によって表される遷移時間は、遷移サブフレーム６の一部分を使用する。遷移サ
ブフレームは、セカンダリ搬送波の使用のために全体的に利用可能ではないため、それら
は、完全に飛ばす（ｓｋｉｐ）ことができるか又は部分的に使用することができる。遷移
サブフレームは、例えば、遷移サブフレームの始めに又は終わりに幾つかのＯＦＤＭシン
ボルのみを飛ばすことによって部分的に使用することができる。この場合は、飛ばされる
べきシンボルは、ｅＮｏｄｅＢ及びＵＥの両方において知られているべきである。これは
、幾つかの既存のシンボルをパンクチャリング（ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）するか、幾つか
の既存のシンボルを遷移サブフレームから移動させるか、又は遷移サブフレームの各々の
終端部からそれらを移動させることによって達成させることができる。
【００６１】
　Ｕサブフレーム間の幾つかのサブフレームに対応する時間マイナス再同調動作を完了さ
せるための十分な時間が経過後に、ＵＥがプライマリ搬送波７０２に再同調する。再同調
のために許容される遷移時間は、ＵＥがプライマリ搬送波７０２での次のサブフレームを
復号するための時間を有することになるような十分に長い時間であるべきである。この遷
移は、斜線矢印７０８によって示される。プライマリ搬送波７０２と保護されていないセ
カンダリ搬送波７０４との間のこの遷移シーケンスは、周期的に繰り返す。
【００６２】
　図７は、開示される周波数ホッピング方式に対応することができるＨＡＲＱタイムライ
ンの例も示す。概して、ＵＥは、データが受信されている各サブフレームに関して１つの
ＡＣＫ又はＮＡＣＫビット（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を生成する。この例では、データが保護
されていないセカンダリ搬送波７０４で受信されているサブフレームに対応するＡＣＫ／
ＮＡＣＫは、保護されたアップリンク搬送波７１６の保護されたアップリンクリソース７
１４で同じＰＵＣＣＨリソースを用いて束ねられるか又は多重化されてフィードバックさ
れる。プライマリ搬送波７０２でのＵサブフレームに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫも、保護
されたアップリンクリソース７１４で同じＰＵＣＣＨリソースを用いてフィードバックさ
れるが、セカンダリ搬送波の結合されたＡＣＫ／ＮＡＣＫから分離された状態が維持され
る。例示として、保護されたアップリンクリソースは、保護されたアップリンク搬送波７
１６での時分割されたサブフレームであることができる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを多重化又は
結合するために様々な既知の方法を使用することができる。
【００６３】
　少なくとも一例では、ＵＥは、使用中の各搬送波に関して１つのチャネル品質表示を含
めるために、複数のチャネル品質表示（ＣＱＩ）を報告することができる。ＵＥは、現在
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使用されていない搬送波に関してもＣＱＩを報告することができる。ｅＮｏｄｅＢはあら
ゆる数の特定の搬送波に関するＣＱＩを生成するようにＵＥに命令することができること
が構想される。例えば、ＵＥが各々の周期的な報告に関して一組の搬送波間を循環する新
しい周期的報告モードを定義することができる。この例では、搬送波の組は、ｅＮｏｄｅ
Ｂの上層によってＵＥに提供することができる。
【００６４】
　例えば、数多くのＮＡＣＫによって示すことができるように、保護されていないセカン
ダリ搬送波が干渉を受けている、又はその他の形で劣化するか又は使用不能であることが
明らかになった場合は、セカンダリ搬送波での送信は中止することができる。この場合は
、新しいセカンダリ搬送波を選択することができ、及び、新しいセカンダリ搬送波でのリ
ソースのためのグラントをＵＥに提供することができる。
【００６５】
　他の例では、ダウンリンク（ＤＬ）送信に関して及び同じくアップリンク（ＵＬ）送信
に関して多搬送波動作が実施される。ＵＥへの送信のほとんどは、保護されていないダウ
ンリンク搬送波を通じて行われ、ＵＥからの送信のほとんどは、保護されていないアップ
リンク搬送波を通じて行われる。ＵＥは、ダウンリンクプライマリ搬送波と保護されてい
ないセカンダリ搬送波との間でそれの受信機回路を周期的に再同調させる。ＵＥは、アッ
プリンクプライマリ搬送波と保護されていないアップリンクセカンダリ搬送波との間でそ
れの送信機回路も周期的に再同調させる。
【００６６】
　この例では、ＵＥは、プライマリ搬送波アップリンク制御情報（ＵＣＩ）グラント及び
セカンダリ搬送波ＵＣＩグラントを受信する。アップリンク制御情報は、ＵＥに関する情
報をハイブリッド－ＡＲＱプロトコル及びスケジューラに提供する。アップリンクグラン
トは、アップリンクでのデータ送信のための制御情報を搬送することができる。プライマ
リ搬送波ＵＣＩグラントは、プライマリ搬送波での特定のサブフレームが対象である。セ
カンダリ搬送ＵＣＩグラントは、セカンダリ搬送波での特定のサブフレームが対象である
。様々な例では、アップリンクプライマリ搬送波のＵサブフレームは、ダウンリンクプラ
イマリ搬送波のＵサブフレームから一定数のサブフレームだけオフセットされる。
【００６７】
　図８を参照し、ダウンリンク送信８０２のためのダウンリンクプライマリ搬送波の図が
示され、及び、保護されていないダウンリンクセカンダリ搬送波８０４の図がダウンリン
クプライマリ搬送波８０２と時間的に並置された状態で示される。ＵＥ受信機回路は、ダ
ウンリンクプライマリ搬送波８０２のＵサブフレーム中にダウンリンクプライマリ搬送波
８０２に同調する。ＵＥは、Ｕサブフレームで受信された信号を復号する。ＵＥがＵサブ
フレームを復号次第、ＵＥは、斜線矢印８０６によって示されるように保護されていない
ダリセカンダリ搬送波８０４にそれの受信機を再同調させる。保護されていないダウンリ
ンクセカンダリ搬送波８０４に再同調後は、ＵＥは、保護されていないダウンリンクセカ
ンダリ搬送波８０４でデータを受信する。Ｕサブフレーム間の幾つかのサブフレームに対
応する時間マイナス再同調動作を完了させるための十分な時間が経過後に、ＵＥは、斜線
矢印８０８によって示されるようにダウンリンクプライマリ搬送波８０２に再同調する。
ダウンリンクプライマリ搬送波８０２と保護されていないダウンリンクセカンダリ搬送波
８０４との間のダウンリンク遷移のこのシーケンスは、周期的に繰り返す。
【００６８】
　ＵＥ送信機回路は、アップリンクプライマリ搬送波８１６のＵサブフレーム中にアップ
リンクプライマリ搬送波８１６に同調する。ＵＥは、Ｕサブフレームで信号を送信し、次
に、斜線矢印８２０によって示されているように保護されていないアップリンクセカンダ
リ搬送波８１８にそれの送信機回路を再同調させる。保護されていないアップリンクセカ
ンダリ搬送波８１８に再同調後は、ＵＥは、保護されていないアップリンクセカンダリ搬
送波８１８でデータを送信する。Ｕサブフレーム間の幾つかのサブフレームに対応する時
間マイナス再同調動作を完了させるための十分な時間が経過後に、ＵＥは、斜線矢印８２
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２によって示されるようにアップリンクプライマリ搬送波８１６にそれの送信機回路を再
同調させる。アップリンクプライマリ搬送波８１６と保護されていないアップリンクセカ
ンダリ搬送波８１８との間のアップリンク遷移のこのシーケンスは、周期的に繰り返す。
【００６９】
　データが保護されていないアップリンクセカンダリ搬送波８１８でｅＮｏｄｅＢによっ
て受信されているサブフレームに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、束ねるか又は多重化し、
矢印８２４によって示されるようにダウンリンクプライマリ搬送波８０２のＵサブフレー
ムでＵＥにフィードバックすることができる。アップリンクプライマリ搬送波８１６でｅ
ＮｏｄｅＢによって受信されたＵサブフレームに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、セカンダ
リ搬送波の結合されたＡＣＫ／ＮＡＣＫから分離された状態を維持することができるが、
矢印８２６によって示されるようにダウンリンクプライマリ搬送波８０２のＵサブフレー
ムでＵＥにフィードバックすることもできる。
【００７０】
　本開示の例による無線通信の方法が、図９を参照して説明される。方法９００は、ブロ
ック９０１においてダウンリンクプライマリ搬送波に同調することを含む。次に、ブロッ
ク９０２において、ユーザ装置（ＵＥ）の単一の受信機が、ダウンリンクプライマリ搬送
波の第１の周期的サブフレーム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのｅＮｏｄｅ　Ｂ（
ｅＮｏｄｅＢ）からのダウンリンク送信の第１の部分を受信する。次に、ブロック９０３
において、一例ではＵサブフレームである第１の周期的サブフレームで受信された信号の
復号が生じる。ブロック９０４において、方法は、一例では保護されていないセカンダリ
搬送波であるダウンリンクセカンダリ搬送波に再同調する。次に、方法は、ブロック９０
５において、セカンダリダウンリンク搬送波でのｅＮｏｄｅＢからのダウンリンク送信の
第２の部分を単一の受信機によって受信する。その受信は、ダウンリンクプライマリ搬送
波の第１の周期的サブフレームの後で及びダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的
サブフレームの前のセカンダリダウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中
に生じる。次に、単一の受信機は、ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフ
レーム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのｅＮｏｄｅＢからのダウンリンク送信の第
３の部分を受信することができる。
【００７１】
　方法は、アップリンクプライマリ搬送波の第１の周期的サブフレーム中にアップリンク
プライマリ搬送波でのアップリンク送信をＵＥの単一の送信機によってｅＮｏｄｅＢに送
信することも含むことができる。単一の送信機は、アップリンクプライマリ搬送波の第１
の周期的サブフレームの後で及びアップリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレ
ームの前のセカンダリアップリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中にセカン
ダリアップリンク搬送波でのアップリンク送信をｅＮｏｄｅＢに送信する。次に、単一の
送信機は、アップリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレーム中にアップリンク
プライマリ搬送波でのアップリンク送信をｅＮｏｄｅＢに送信する。
【００７２】
　本開示の他の例による無線通信の方法が図１０を参照して説明される。方法１０００は
、ブロック１００１においてダウンリンクプライマリ搬送波に同調することを含む。次に
、ブロック１００２において、ダウンリンクプライマリ搬送波の第１の周期的サブフレー
ム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのｅＮｏｄｅＢによるダウンリンク送信の第１の
部分をユーザ装置（ＵＥ）の単一の受信機に送信することが生じる。ブロック１００３に
おいて、セカンダリダウンリンク搬送波に再同調することが生じる。次に、方法は、セカ
ンダリダウンリンク搬送波でのｅＮｏｄｅＢによるダウンリンク送信の第２の部分を単一
の受信機に送信する（ブロック１００４）。その送信は、ダウンリンクプライマリ搬送波
の第１の周期的サブフレームの後で及びダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サ
ブフレームの前のセカンダリダウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に
生じる。次に、ｅＮｏｄｅＢは、ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレ
ーム中にダウンリンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信を単一の受信機に送信する
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。
【００７３】
　方法は、アップリンクプライマリ搬送波の第１の周期的サブフレーム中にアップリンク
プライマリ搬送波でのアップリンク送信をＵＥの単一の送信機から受信することも含むこ
とができる。次に、ｅＮｏｄｅＢは、アップリンクプライマリ搬送波の第１の周期的サブ
フレームの後で及びアップリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセ
カンダリアップリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中にセカンダリアップリ
ンク搬送波でのアップリンク送信を単一の送信機から受信する。
【００７４】
　本開示の一例による無線通信の方法が図１１を参照して説明される。方法１１００は、
ブロック１１０１においてアップリンクプライマリ搬送波に同調することを含む。次に、
ブロック１１０２において、ｅＮｏｄｅＢは、アップリンクプライマリ搬送波の第１の周
期的サブフレーム中にアップリンクプライマリ搬送波でのＵＥからのアップリンク送信を
受信する。ブロック１１０３において、一例ではＵサブフレームである第１の周期的サブ
フレームで受信された信号を復号することが生じる。次に、ブロック１１０４において、
一例では保護されていないセカンダリ搬送波であるアップリンクセカンダリ搬送波に再同
調することが生じる。方法は、次に、ブロック１１０５において、アップリンクプライマ
リ搬送波の第１の周期的サブフレームの後で及びアップリンクプライマリ搬送波の第２の
周期的サブフレームの前のセカンダリアップリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケ
ンス中にセカンダリダウンリンク搬送波でのＵＥからのアップリンク送信を受信する。次
に、ｅＮｏｄｅＢは、アップリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレーム中にア
ップリンクプライマリ搬送波でのアップリンク送信を受信する。
【００７５】
　本開示の他の例による無線通信の方法が図１２を参照して説明される。方法１２００は
、ブロック１２０１においてアップリンクプライマリ搬送波に同調することを含む。次に
、ブロック１２０２において、ＵＥは、アップリンクプライマリ搬送波の第１の周期的サ
ブフレーム中にアップリンクプライマリ搬送波でのアップリンク送信をｅＮｏｄｅＢに送
信する。ブロック１２０３において、セカンダリアップリンク搬送波に再同調することが
生じる。方法は、次に、アップリンクプライマリ搬送波の第１の周期的サブフレームの後
で及びアップリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリアッ
プリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中にセカンダリアップリンク搬送波で
のアップリンク送信をｅＮｏｄｅＢに送信する（ブロック１２０４において）。ＵＥは、
アップリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレーム中にアップリンクプライマリ
搬送波でのアップリンク送信をｅＮｏｄｅＢに送信することができる。
【００７６】
　ここにおいて開示される様々な例は、保護されていないセカンダリチャネルでのデータ
通信と、プライマリチャネルの保護されたリソースでの制御情報の通信と、を含むが、様
々な代替例は、セカンダリチャネルでの制御情報の通信及び／又はプライマリチャネルの
保護されたリソースでのデータの通信も含むことができることが理解されるべきである。
【００７７】
　一構成では、ＵＥ１２０は、無線通信のために構成され、受信手段を含む。様々な態様
では、上記の受信手段は、上記の手段によって示される機能を実行するように構成された
アンテナ３５２Ａ－Ｔ、復調器３５４Ａ－Ｔ、受信プロセッサ３５８、コントローラプロ
セッサ３８０、及び／又はメモリ３８２であることができる。他の態様では、上記の手段
は、上記の手段によって示される機能を実行するように構成されたあらゆるモジュール又
はあらゆる装置であることができる。一構成では、ｅＮｏｄｅＢ１１０は、無線通信のた
めに構成され、上記の手段によって示される機能を実行するように構成された送信手段を
含む。様々な態様では、上記の送信手段は、上記の手段によって示される機能を実行する
ように構成されたアンテナ３３４Ａ－Ｔ、変調器３３２Ａ－Ｔ、送信プロセッサ３２０、
コントローラプロセッサ３４０、及び／又はメモリ３４２であることができる。他の態様
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では、上記の手段は、上記の手段によって示される機能を実行するように構成されたあら
ゆるモジュール又はあらゆる装置であることができる。
【００７８】
　図１３は、処理システム１３１４を採用する装置１２０に関するハードウェア実装の例
を示す図である。処理システム１３１４は、概してバス１３２４によって代表されるバス
アーキテクチャを用いて実装することができる。バス１３２４は、処理システム１３１４
の特定の用途及び全体的な設計上の制約に依存してあらゆる数の相互接続バスとブリッジ
とを含むことができる。バス１３２４は、プロセッサ１３０４、モジュール１３０８、１
３０９及びコンピュータによって読み取り可能な媒体１３０６によって表される、１つ以
上のプロセッサ及び／又はハードウェアモジュールを含む様々な回路をまとめてリンクす
る。バス１３２４は、様々なその他の回路、例えば、タイミングソース、周辺装置、電圧
調整器、及び電力管理回路、もリンクすることができ、それらは、当業においてはよく知
られており、従って、これ以上は説明されない。
【００７９】
　装置は、トランシーバ１３１０に結合された処理システム１３１４を含む。トランシー
バ１３１０は、１つ以上のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ１３１０は、送
信媒体を通じて様々なその他の装置と通信するための手段を提供する。処理システム１３
１４は、コンピュータによって読み取り可能な媒体１３０６に結合されたプロセッサ１３
０４を含む。プロセッサ１３０４は、コンピュータによって読み取り可能な媒体１３０６
に格納されたソフトウェアの実行を含む一般的処理を担当する。ソフトウェアは、プロセ
ッサ１３０４によって実行されたときには、特定の装置に関して上述された様々な機能を
実行することを処理システム１３１４に行わせる。コンピュータによって読み取り可能な
媒体１３０６は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１３０４によって処理される
データを格納するために使用することもできる。処理システムは、受信モジュール１３０
８、１３０９をさらに含む。モジュールは、コンピュータによって読み取り可能な媒体１
３０６内に常駐し／格納され、プロセッサ１３０４において実行するソフトウェアモジュ
ール、プロセッサ３０４に結合された１つ以上のハードウェアモジュール、又はそれらの
何らかの組み合わせであることができる。処理システム１３１４は、ＵＥ１２０のコンポ
ーネントであることができ及びメモリ３８２及び／又はＴＸプロセッサ３６４、ＲＸプロ
セッサ３５８、及びコントローラ／プロセッサ３８０のうちの少なくとも１つを含むこと
ができる。
【００８０】
　一構成では、無線通信のための装置１２０は、受信するための手段を含む。上記の手段
は、上記の手段によって示される機能を実行するように構成された装置１２０の上記のモ
ジュールのうちの１つ以上及び／又は装置１２０の処理システム１３１４であることがで
きる。
【００８１】
　当業者は、情報及び信号は様々な異なる技術及び技法のうちのいずれかを用いて表すこ
とができることを理解するであろう。例えば、上記の説明全体を通じて参照されることが
あるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電
流、電磁波、磁場、磁粒子、光学場、光学粒子、又はそれらのあらゆる組合せによって表
すことができる。
【００８２】
　ここにおける開示と関係させて説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
回路、及びアルゴリズムのステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、
又は両方の組み合わせとして実装可能であることを当業者はさらに評価するであろう。ハ
ードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に例示するため、上記においては、様々な
例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、及びステップが、それらの機能
の観点で一般的に説明されている。該機能がハードウェアとして又はソフトウェアとして
実装されるかは、特定の用途及び全体的システムに対する設計上の制約事項に依存する。
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当業者は、説明されている機能を各々の特定の用途に合わせて様々な形で実装することが
できるが、該実装決定は、本開示の適用範囲からの逸脱を生じさせるものであるとは解釈
されるべきではない。
【００８３】
　ここにおける開示と関係させて説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
及び回路は、ここにおいて説明される機能を果たすように設計された汎用プロセッサ、デ
ジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他のプログラマブル論理デバイス、ディスク
リートゲートロジック、ディスクリートトランジスタロジック、ディスクリートハードウ
ェアコンポーネント、又はそれらのあらゆる組合せ、を用いて実装又は実行することが可
能である。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであることができるが、代替においては
、プロセッサは、従来のどのようなプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
又はステートマシンであってもよい。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合
せ、例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サとの組合せ、ＤＳＰコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサとの組合せ、又はあ
らゆるその他の構成、として実装することも可能である。
【００８４】
　ここにおける開示と関係させて説明される方法又はアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェア内において、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール内におい
て、又はこれらの２つの組み合わせ内において具現化することが可能である。ソフトウェ
アモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、
ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能なディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、又は当業において既知であるその他のあらゆる形態の記憶媒体において常駐すること
ができる。典型的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出すこと及び記憶
媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサに結合される。代替においては、記
憶媒体は、プロセッサと一体化させることができる。プロセッサ及び記憶媒体は、ＡＳＩ
Ｃ内に常駐することができる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に常駐することができる。代替
においては、プロセッサ及び記憶媒体は、ユーザ端末内において個別コンポーネントとし
て常駐することができる。
【００８５】
　１つ以上の典型的な設計において、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、又はそれらの組み合わせにおいて実装することができる。ソフトウェア
において実装される場合は、これらの機能は、コンピュータによって読み取り可能な媒体
において１つ以上の命令又はコードとして格納すること又は送信することができる。コン
ピュータによって読み取り可能な媒体は、非一時的なコンピュータ記憶媒体と、１つの場
所から他へのコンピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体と
の両方を含む。記憶媒体は、汎用又は専用コンピュータによってアクセス可能なあらゆる
利用可能な媒体であることができる。一例として、及び制限することなしに、該非一時的
なコンピュータによって読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－
ＲＯＭ又はその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置又はその他の磁気記憶
装置、又は、命令又はデータ構造の形態で希望されるプログラムコード手段を搬送又は格
納するために用いることができ及び汎用又は専用コンピュータ又は汎用又は専用プロセッ
サによってアクセス可能なその他の媒体、を備えることができる。さらに、いずれの接続
もコンピュータによって読み取り可能な媒体であると適切に呼ばれる。例えば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ
）、又は無線技術、例えば、赤外線、無線、及びマイクロ波、を用いてウェブサイト、サ
ーバ、又はその他の遠隔ソースから送信される場合は、該同軸ケーブル、光ファイバケー
ブル、より対線、ＤＳＬ、又は無線技術、例えば赤外線、無線、及びマイクロ波、は、媒
体の定義の中に含まれる。ここにおいて用いられるときのディスク（ｄｉｓｋ及びｄｉｓ
ｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）と、レーザディスク（ｄｉｓｃ）と、
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光ディスク（ｄｉｓｃ）と、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｃ）と、
フロッピーディスク（ｄｉｓｋ）(登録商標）と、ブルーレイディスク（ｄｉｓｃ）と、
を含み、ここで、ｄｉｓｋは通常は磁気的にデータを複製し、ｄｉｓｃは、レーザを用い
て光学的にデータを複製する。上記の組合せも、コンピュータによって読み取り可能な媒
体の適用範囲に含めるべきである。
【００８６】
　本開示に関する前の説明は、当業者が本開示を製造又は使用することを可能にするため
に提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明確になるであろう
、及びここにおいて定められる一般原理は、本開示の精神又は適用範囲を逸脱せずにその
他の変形に対しても適用することができる。以上のように、本開示は、ここにおいて説明
される例及び設計に限定されることが意図されるものではなく、ここにおいて開示される
原理及び新規の特徴に一致する限りにおいて最も広範な適用範囲が認められるべきである
。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウン
リンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信することと、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後で
及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダ
ウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク搬
送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信することと、を備える、無線通信方法
。
［Ｃ２］
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の周期的サブフレーム中に前記ダウンリ
ンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の第３の部分を受信することと、をさら
に備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ダウンリンク送信の前記第１の部分は、制御情報を備え、前記ダウンリンク送信の
前記第２の部分は、データを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記制御情報は、プライマリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、セカ
ンダリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、を備えるＣ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された前記ダウンリンク送信の前記第１の部
分は、前記ダウンリンクプライマリ搬送波のための制御情報を備え、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で受信された前記ダウンリンク送信の前記第２の部
分は、前記セカンダリダウンリンク搬送波のための制御情報を備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記プライマリ搬送波でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を及び前記セカンダリ搬送波
でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記プライマリ搬送波及び前記セカンダリ搬送波の両方に関して前記プライマリ搬送波
でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で前記ダウンリンク送信を受信する前に前記セカン
ダリダウンリンク搬送波から前記ダウンリンクプライマリ搬送波に同調することと、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された信号を復号することと、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で前記ダウンリンク送信を受信する前に前記セカン
ダリダウンリンク搬送波に再同調することと、
　前記同調すること、復号すること、前記プライマリ及び前記セカンダリダウンリンク搬
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送波で受信すること、及び再同調することを周期的に繰り返すことと、をさらに備えるＣ
１に記載の方法。
［Ｃ９］
　メモリと、
　前記メモリに結合され、及び
　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウン
リンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信し、及び
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後で
及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダ
ウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク搬
送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信するように構成された少なくとも１つ
のプロセッサと、を備える、無線通信のための装置。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の
周期的サブフレーム中に前記ダウンリンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の
第３の部分を受信するようにさらに構成されるＣ９に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記ダウンリンク送信の前記第１の部分は、制御情報を備え、及び
　前記ダウンリンク送信の前記第２の部分は、データを備えるＣ９に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記制御情報は、プライマリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、セカ
ンダリ搬送波ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）グラントと、を備えるＣ１１に記載の装置
。
［Ｃ１３］
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された前記ダウンリンク送信の前記第１の部
分は、前記ダウンリンクプライマリ搬送波のための制御情報を備え、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で受信された前記ダウンリンク送信の前記第２の部
分は、前記セカンダリダウンリンク搬送波のための制御情報を備えるＣ９に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記プライマリ搬送波でアップリンク制御情報（
ＵＣＩ）を及び前記セカンダリ搬送波でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するよう
にさらに構成されるＣ９に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記プライマリ搬送波及び前記セカンダリ搬送波
の両方に関して前記プライマリ搬送波でアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するよう
にさらに構成されるＣ９に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で前記ダウンリンク送信を受信する前に前記セカン
ダリダウンリンク搬送波から前記ダウンリンクプライマリ搬送波に同調し、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波で受信された信号を復号し、
　前記セカンダリダウンリンク搬送波で前記ダウンリンク送信を受信する前に前記セカン
ダリダウンリンク搬送波に再同調し、及び
　前記同調すること、復号すること、前記プライマリ及び前記セカンダリダウンリンク搬
送波で受信すること、及び再同調することを周期的に繰り返すようにさらに構成されるＣ
９に記載の装置。
［Ｃ１７］
　プログラムコードが記録されている非一時的なコンピュータによって読み取り可能な媒
体を備え、前記プログラムコードは、
　　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウ
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ンリンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信するためのプログラ
ムコードと、
　　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後
で及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリ
ダウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク
搬送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信するためのプログラムコードと、を
備える、無線ネットワークにおける無線通信のためのコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１８］
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の周期的サブフレーム中に前記ダウンリ
ンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の第３の部分を受信するためのプログラ
ムコードをさらに備えるＣ１７に記載の媒体。
［Ｃ１９］
　ダウンリンクプライマリ搬送波の少なくとも１つの周期的サブフレーム中に前記ダウン
リンクプライマリ搬送波でのダウンリンク送信の第１の部分を受信するための手段と、
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記少なくとも１つの周期的サブフレームの後で
及び前記ダウンリンクプライマリ搬送波の第２の周期的サブフレームの前のセカンダリダ
ウンリンク搬送波のサブフレームの周期的シーケンス中に前記セカンダリダウンリンク搬
送波での前記ダウンリンク送信の第２の部分を受信するための手段と、を備える、無線通
信のための装置。
［Ｃ２０］
　前記ダウンリンクプライマリ搬送波の前記第２の周期的サブフレーム中に前記ダウンリ
ンクプライマリ搬送波での前記ダウンリンク送信の第３の部分を受信するための手段をさ
らに備えるＣ１９に記載の装置。

【図１】 【図２】
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